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1沿 革
→

1設 立の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の前身であ り母胎 とな った

ものは,昭 和5年 に創設 された帝国美術院附属美術研究所であ る。

この美術研 究所は,大IE13年7月,故 帝 国美術院長子爵黒 田清輝 の遺 言に よ り美術

奨励事業 のために出揖 した資金で遺言執行 人が選 択決定 した事業で ある。すな わち遺

言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子 爵の遺志 に したが って この資金 で行 な うべ き事業

の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。 牧野伯 爵は帝 国美術院 長福原錬 二郎 および東 京美::

術学校長正木直彦 とはか って諸方面の意見を徴 し,ま たわが国美術 上の必要 に照 らし

て次の事業 を行な うことと した。

(1)美 術に関す る基礎的調査研究機 関 として美術研究所 を設 けること。

② 黒田子 爵の作 品を陳列 して同子爵の功績を記念す ること。

(3)前 二項 の目的を達するために適 当な建物を造営す ること。

(4)事 業成立の うえは一 切 これを政府 に寄附す ること。

2年 表
`

昭和元年12月 前記の事業 を遂行す るたy)委 員会が設置 され,東 京美術学校長正木直

彦が委 員長 に就任 し,美 術研究所事業 について東京美術学校教 授矢代幸雄,黒 田子

爵作 品陳列 について東京美術学校教授久米桂デ郎 ・同岡田三郎 助 ・同和田英作 ・同

藤島武二 および大給近清,建 築造営について東京美術学校教授 岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打 田伝吉を各委員 として事務 を分掌進行 させ た。

昭和2年2月 美術研究所準備 事業を開 始 した。

同年10月 東 京市上野公園 内に鉄筋 コンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2の

建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記 の建物が竣工 したので,美 術研究所 開設 のため必要な備品 ・図書 ・
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写真等の研究資料 を設備 し,ま た館内に黒田子爵記念 室を設 け,同 子爵の作品を陳

列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究 資料等一切 の外 に金15

万円を そえて帝国美術院長に寄 附を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝国美術院に附属 美術研究所 が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補 せ られた。

同年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機 関誌 として・定期 刊行物 「美術研究」を創

刊 した。

同年4月18日 株式会社朝 日新聞社よ り明治大正美術史編纂費 と して本年か ら向 う5

ケ年間毎年5千 円・合計2万5千 円を帝国美術院 に寄附 したいとの申出があ った。

同年5月26日 帝国美術院 は この申出を受理 した。

明治大正美術史編 纂委員会 規程 を設 け・美術研究所 は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行な うことにな った。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄筋 コンクリー ト造・2階 建・延面積129m2の 書庫が竣 工 した。

同年4月 「日本 美術 年鑑」 の編纂事務を開始 した。

同年6月1日 勅令第148号 によ り美術研究所官制が公布 された。

研 究資料 閲覧規程 を制定 し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 により美術研究所官制 中改 正の件が公布 され,従 来,

帝国美術院 に附置 されていたのを文部大臣の直轄に改 め られ た。

同年11月29日 美術研究所長職務規程・美術研究所事務分掌規程が制定 された。

同13年2月12日 木造・平家建・延面 積97m2の 写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品,な らびに写真原版を東京都西多摩郡 小宮村谷 間家

倉庫 に疎開 した。

同20年5月28日 美術研 究所 の図書 諸゚資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同年7月 ～8月 酒 田市本間 家倉庫 に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避 けるため,

さらに酒 田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上 家倉庫 ・大沢村後藤作之

2

や

う

レ



「

F

●

も

1

'→

1沿 監為

丞家倉庫 にそれ ぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開 中の図書 ・諸贅料等の東京向 け発送を終 了 した。

同年4月4日 酒 田市 疎開中の図書 ・諸資料等が東京 に到.,Jl1'し引揚げを完 了した。

同年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であ った黒田清輝作 品な ら

びに写真原版の 引揚げを完 了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止 され,国 立博物館官制が制定 された。美術研

究所 は同館の附属美術研究所 とな った。

同24年 本年度か ら科学研究費によ り光学的 方法 による美術品の鑑識 に関す る研究が

開始 され た。

同25年8月29日 文化財保護法の制定 に伴い,美 術研究所は文化財保 護委員会 の附属

機関 とな った。

同26年1月31日 美術研 究所組織 規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

められ第一研究部 ・第二研 究部 ・資料部,庶 務室が置 かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適用)

同27年4月1日 東京文化財 研究所組織規程(昭 和27年 文化財保護委員会 規 則 第4

号)が 定 められ,美 術部 ・芸能部 ・保存 科学 部 ・庶務室の3部1室 が 置かれ,美 術

研究所組織規程が廃1Lさ れた。

同年7月1日 芸能部研 究室 と して東 京芸術大学 費楽学部邦楽科教室2室 を同大学か

ら借用 し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保 存科 学部研究室 は,国 立博物館保存修理課保 存技 術研究室 と して

昭和22年 発足以来,東 京国立 博物館地階 の1室 に置かれていたが,同 館構 内の倉庫

132m2を 改造の うえ移 転 した。

同29年7月1日 東 京文化財研究所組織規 程の_,wsが 改 正され(昭 和29年 文化財保護

委 員会規則第1号),東 京国立文化財研究所 とな った。

同32年3月28日 東 京国 立博物館構内に木 造,外 部鉄網モル タル塗,平 家建,8m2

の保存科学部 の薬 品庫 が竣工 した。

同年11月30日 従来 の2階 建書庫の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延面積

71m2が 竣工 した。

同34年4月3Q日 国立文化財研究所研究受託規 程(文 化財保 護委員会告示第14号)が
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定 められ,こ の年度か ら受託研究が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化 財研 究所組織規程 の一 部が改正 され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来の庶務室 は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学 部庁 舎と して,鉄 筋 コンク リー ト造

2階 建延面積663m2の 建 物1棟 が竣工 した。

同年7月1日 東京国立文化財研 究所組織 規程 の一部 が改正 され(昭 和37年 文化財保

護委員会規則第1号),新 た に保存科学部 に修理技術研究室が置かれた。

同年7月20日 芸能部研究 室は,保 存科学部庁 舎の竣工に伴 ない,旧 保存科学 部庁舎

に移転 した。

同43年6月15日 文部省設 置法の一部が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所

は文化庁附属機関 とな った。

同44年8月23日 保存科学 部庁舎 に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950,41m2)の

起工式が行なわれた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式 が行 なわれた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学 部は,別 館の地階 ～2階 に実験 用機械類 の移転据付 を終 つ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事 に着手 し,同 年10月15日 工事 が

終 了した。

同年11月2日 所長お よび庶務課は,本 館か ら保存科 学部庁 舎の1階 に移転 した。(本

館 は,美 術部庁舎 とな る。)し たが って研究所 の所在地表示 は 「12番53号」 を 「13

番27号 」 と変更 された。

3歴 代 所 長(昭 和5年 ～昭和45年)

主 事

主 事
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所 長
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田

代

直
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作(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.22)

雄(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.29)
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